様式２　

令和７年度畜産生産力・生産体制強化対策事業（肉用牛短期肥育・出荷月齢の早期化推進のうち肥育期間の短縮・出荷月齢の早期化に向けた取組支援）計画書

応募団体（取組主体）：
	
１　事業の概要
      どういう場所（地域）で、どういう事業目的・内容で計画しているのかを分かりやすく記載してください。
　　　



２　事業の必要性
　　　事業を実施する場所（地域）において、肥育期間の短縮・出荷月齢の早期化に向けた取組体制を構築するための課題及び解決のための取組計画を記載してください。



３　事業の効率性
　　　効率的な事業執行のための事業計画、執行体制等について記載してください。



４　事業の有効性
    　事業の実施によってもたらされる効果及び普及のための取組み等について記載してください。
　


５　成果目標
	評価年度
	成果目標値及びその内容
	検証方法

	令和10年度
	
	



（注）事業実施後に期待される成果等について記載すること。



６　事業の内容
　肥育期間の短縮・出荷月齢の早期化に向けた取組支援

(２)早期出荷コンソーシアムによる実証支援

ア　早期出荷コンソーシアムの設立・検討会の開催、先行事例の調査

①早期出荷コンソーシアムの設立・検討会の開催
	開催回数
	開催時期
	開催場所
	人数
	内容
	備考

	
	
	
	
	
	




②先行事例調査
	実施回数
	実施時期
	調査場所
	対象者
及び人数
	内容
	備考

	
	
	
	
	

	




イ　早期出荷に供する子牛・肥育牛の計画

①早期出荷に供する子牛
	実証頭数（頭）
	奨励金額（円）
	備考（積算根拠）

	
	


	




②早期出荷に供する肥育牛
	実証頭数（頭）
	奨励金額（円）
	備考（積算根拠）

	
	


	











７　事業の推進実施体制図
	



　注）応募団体や関係者の位置づけを模式図等により記載すること。



8　添付資料
（１）位置図
関係機関、事業参加予定者及び応募団体の位置

（２）その他（必要に応じて添付してください。）
肥育期間の短縮・出荷月齢の早期化に向けた取組の現状等に関する資料
事業計画の説明及び審査の観点に資する資料
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